
2025年9月10-12日に東京ビッグサイトで開催された「2025 知財・情報フェア＆コンファレンス」
において、株式会社日立社会情報サービス（現・日立情報サービス）は知的財産管理システム
「PALNET/MC6」、特許情報提供サービス「Shareresearch」、および特許情報分析サービスを展示
し、特に生成AI技術の活用において重要な進展を示した。本調査では、これらのソリューションの最
新機能と生成AI活用状況について詳細に分析する。

日立知財ソリューション体系図：PALNET/MC6、Shareresearch、特許情報分析サービスの連携構成

日立社会情報サービスは2025年9月10日（水）から12日（金）まで、東京ビッグサイト西3・4ホー
ルで開催された国内最大規模の知財関連展示会「2025 知財・情報フェア＆コンファレンス」に出展
した。同展示会は一般社団法人発明推進協会、一般財団法人日本特許情報機構、産経新聞社が主催
し、経済産業省や特許庁などが後援する権威ある展示会である。

株式会社日立情報サービスの2025知財・情報フェア
出展と生成AI活用の最新動向
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2025知財・情報フェア＆コンファレンス出展概要

出展詳細と会場情報

[1] [2]



日立ブースは西4ホール・小間番号W4-122に設置され、来場者は事前登録制で無料入場が可能であ
った。同社は「日立が自信を持ってご提案できるさまざまなソリューション」として、知財管理にお
ける業務効率化から戦略策定支援まで包括的なソリューションを展示した。

展示期間中の9月11日（木）14時55分から15時40分まで、東京ビッグサイト西4ホール出展者プレゼ
ンテーションE会場（定員120名）において「日立知財ソリューション ～次のステージへの取り組み
～」と題したセミナーが開催された。セミナーでは、知財業務の出願・管理中心の運用から経営戦略
と連動した知財の価値創造への進化について解説され、業務プロセスのデジタル化と高度な分析機能
による知財の可視化・戦略活用・意思決定支援について詳細に紹介された。

2025知財・情報フェアでの日立知財ソリューション展示ブース
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セミナー開催とプレゼンテーション
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PALNET/MC6は日立製作所が40年以上にわたって蓄積してきた特許戦略ノウハウを基盤とする知的
財産管理システムである。2011年9月に最新版が発表され、価格は231万円から（ハードウェア費用
別）で提供されている。同システムは「人・組織・情報をつなげて企業価値を高める知財戦略」をコ
ンセプトとし、知財業務の効率化と戦略的活用を支援する。

システムの主要機能として、発明提案から権利維持まで社内の一連の特許業務の一元管理、研究開発
部門や特許事務所など他部門・他組織との連携を含む定型的業務プロセスのワークフロー化、担当者
ごとの作業負荷チェック機能などが実装されている。

PALNET/MC6の最大の特徴は、企業独自の承認経路を踏襲できる統一プロセスによるワークフロー
管理機能である。発明部門から代理人まで、業務プロセス全体をワークフロー化することで、企業独
自の承認経路や案件・部署による承認経路の違いにも柔軟に対応できる。これにより、データ入力の
負荷分散、包袋登録の自動化による書類管理業務の効率化、データとワークフローログの一元管理に
よるセキュリティとガバナンスの強化を実現している。

グループ企業対応機能では、親会社の知財担当者がグループ企業案件の代行管理を可能とし、同一デ
ータベースでの案件管理により、グループ内の重複した投資の排除と権利共有を実現している。

約40の国や地域の法改正内容をルールブック化して提供することにより、単なる法改正のシステム化
ではなく業務実効性まで考慮した運用をサポートしている。各国の法規に即したルールブック機能で
は入力の自動化が図られ、ヒューマンエラーによる損失を防ぐよう改善されている。

PALNET/MC6はオンプレミス版に加え、基本的な機能をコンパクトにまとめたクラウド版
「PALNET/MC Cloud」も提供されている。クラウド版の導入により、ハードやソフトなどの資産計
上が不要となり、投資予算確保の負担軽減を実現している。

Shareresearchは世界98の国と地域の高精度な特許情報をカバーする日立の特許情報提供サービスで
ある。各国特許庁のデータを日立独自のアルゴリズムで収集・蓄積し、調査の手戻りや抜け漏れを抑
止して調査の効率化と負荷軽減に寄与している。同サービスは調査から分析、アウトプット作成まで
特許検索・調査に必要なあらゆる業務に対応している。

現在対象としている国と地域は日本、米国、欧州のほか、インド、ブラジル、ロシア、中国など多岐
にわたり、年々高まる海外公報の調査ニーズに対応している。

知的財産管理システム「PALNET/MC6」の最新情報

システム概要と基本機能
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ワークフロー管理と組織連携機能
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国際対応とルールブック機能
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提供形態とクラウド対応
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特許情報提供サービス「Shareresearch」の最新機能

グローバル対応と高精度データ提供
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ShareresearchではAI技術を用いた多様な検索機能を提供している。概念検索機能により、キーワー
ドベースの検索を超えた概念レベルでの特許文献検索が可能である。2020年6月には対話型検索機能
が拡充され、研究開発部門における容易かつ効率的な特許調査を実現している。

AI読解支援機能などの提供を通じて、これまで整理・加工し蓄積してきた解析データを基に分析する
ことで、高精度な分析結果を提供している。

Shareresearchでは、論文の被引用率の高さなどから導く「先行性」、「他社注目度」、「自社注力
度」といった特許の価値指標を独自に定めている。これらの指標データを活用した分析やグラフでの
可視化が容易であり、業界全体や他社の動向を迅速に把握できる。

プロジェクトごとに必要な特許情報や調査結果などを関係者間でスピーディーに共有する機能によ
り、開発・事業・知財部門の連携が強化され、意思決定のスピードと精度が向上している。分析オプ
ションも新たにリリースされ、Shareresearchの高精度な特許情報を利用した分析業務の質的向上を
支援している。

日立知財ソリューションのAI活用度比較：現在・将来・生成AI統合レベル

AI技術を活用した検索機能
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特許価値評価機能
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プロジェクト共有と部門間連携

[13] [20]



日立の特許情報分析サービスは2023年10月10日から提供開始された、知財情報を活用した経営・事
業戦略立案を支援するサービスである。同サービスは、日立が長年にわたり特許調査支援サービスを
提供する中で、独自のテキスト解析技術などAIを用いて膨大な特許文献を整理・加工し蓄積してきた
高精度な解析データを活用している。

特許業務に関する専門スキルを持たない方でも、知財情報から新たな気づきが得られるような分析を
可能にすることを目的とし、分析目的に応じたグラフの自動生成機能や、グラフを読み解く際のヒン
トを与えるガイド機能などを提供している。

特許情報分析サービスの中核技術として、AIテキスト解析技術が活用されている。特許文献の内容は
分野や出願人により用いられる言葉が大きく異なるため、従来は高精度なデータ分析が困難とされて
いたが、日立のAI読解支援機能などの提供を通して整理・加工し蓄積してきた解析データを基に分析
することで、高精度な分析結果を実現している。

「競合他社分析」や「技術トレンド探索」といった分析テーマに応じたグラフセットをあらかじめ用
意しているため、利用者は目的に合ったテーマを選ぶだけで、適切なグラフで容易に可視化すること
が可能である。

専門知識が少なくてもグラフの作成や分析が進められるよう、画面上の分析ステップに沿って進める
ことで、分析の目的に適したグラフを作成できる機能を提供している。グラフのどのポイントを読み
取ると効果的かが分かるガイドや分析のヒントが提示されるため、不慣れな方でも1人で効率的に分
析を進めることができる。

システムから提案される次のアクションを参考にすることで、さまざまな観点で分析結果を見ること
が可能となり、新たな気づきを得られやすい環境を提供している。

2024年8月から、トヨタ自動車において特許情報分析サービスの運用が開始された。トヨタは2011

年4月から日立のShareresearchを利用しており、1万人の研究・開発者が活用している実績がある。
特許情報分析サービスは、Shareresearchに蓄積してきた社内の特許調査データをシームレスに取り
込むことが可能なため、分析実行までの時間の大幅な短縮と負荷軽減を実現している。

運用に先立って実施された試行では、知財部門における分析作業の短縮が確認され、分析作業の効率
化により特許の調査・分析の対応件数を増加できる見込みであることが検証された。

特許情報分析サービスと生成AI活用

サービス概要と提供開始
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AIテキスト解析技術の活用
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自動グラフ生成とガイド機能
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トヨタ自動車での導入事例
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日立の知財ソリューションにおける生成AI活用は段階的に進展している。特許情報分析サービスでは
既にAIテキスト解析技術が本格導入されており、これは日立の生成AI活用における先駆的な取り組み
である。2025年1月には、株式会社日立製作所グローバル知的財産統括本部をはじめとする日立グル
ープにおいて、特許情報分析サービスの利用が開始されることが発表された。

Shareresearchにおいても、調査業務をより高度に、より効率的に実施できるよう、生成AIなど先端
技術の活用に取り組んでいる。これにより、従来の検索機能を超えた、より直感的で効率的な特許情
報検索環境の実現をめざしている。

特許情報分析サービスでは、今後生成AIを活用した分析過程・結果から得られる気づきの提供などを
通じて、日立グループの知財情報活用を支援し、知財戦略立案・研究戦略立案への貢献を拡大する計
画である。

日立グループ全体では、2025年を「AI Agent元年」と位置づけ、知財を含むイノベーション情報と
AI技術を結びつけた新たな製品群の同時リリースを計画している。社内での生成AI利用率向上にも積
極的に取り組んでおり、2024年6月時点で約20%であった社内利用率の向上をめざしている。

日立知財ソリューションの生成AI活用進化タイムライン（2011-2025年以降）

生成AI活用の最新動向と将来展望

現在の生成AI統合状況
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生成AI活用拡大への取り組み
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特許情報分析サービスは、IPランドスケープ（Intellectual Property Landscape）の推進を重要な目
標として位置づけている。知財情報と非知財情報を統合的に分析することで、ビジネスの現状を俯瞰
し将来展望を示し、事業戦略や経営戦略に役立てる手法を支援している。

全社を挙げたIPランドスケープの推進を支援するため、発行できるアカウントは無制限とし、熟練者
が作成したグラフやコメントを他のメンバーに共有できる機能により、属人化しがちな分析ノウハウ
の社内浸透を促進している。

日立知財ソリューションの最大の強みは、PALNET/MC6による管理、Shareresearchによる検索・調
査、特許情報分析サービスによる分析という3つのコアソリューションが緊密に連携し、包括的な知
財戦略支援を提供していることである。Shareresearchで作成したデータを特許情報分析サービスに
取り込むことで、分析に必要な集合データの作成、データ加工、マージなどの時間を大幅に短縮して
いる。

さらに、自社で独自に特許情報を評価・分類した情報も引き継げるため、自社のノウハウを活用しな
がら高精度な分析が可能である。

日立は1977年から特許戦略および知的財産管理システム構築に注力してきた背景があり、45年以上
にわたる特許関連システムの開発ノウハウを蓄積している。現在800社以上の顧客において、グロー
バルでの公開特許文献の調査や社内での知財管理を支援してきた豊富な実績を有している。

この長期間にわたる知見と実績が、AIテキスト解析技術の精度向上や、各国の法制度に対応したルー
ルブック機能の開発などに活かされている。

2025年以降、日立の知財ソリューション全般において生成AI技術の統合が加速されることが予想さ
れる。特に、PALNET/MC6においては現在ワークフロー自動化レベルに留まっているAI活用を、生
成AI技術を活用したより高度な自動化や意思決定支援へと発展させる計画である。

Shareresearchでは、既存のAI検索技術をベースに、生成AIによる更なる検索精度向上と、自然言語
での問い合わせに対する直接的な回答生成機能の実装が期待される。特許情報分析サービスでは、分
析結果の解釈や洞察の提供において、生成AIの活用が更に拡大される見込みである。

IPランドスケープ支援の強化
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技術的特徴と競争優位性

統合ソリューションアプローチ
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45年以上の実績とノウハウ
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今後の展望と課題

生成AI統合の加速
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日本の特許管理システム市場において、PALNET/MC6は確固たる地位を築いている。しかし、生成
AI時代においては、新興のAIネイティブ企業からの競争圧力も予想される。日立の対応策として、長
年の実績に基づくデータ精度と信頼性を維持しながら、最新の生成AI技術を段階的に統合するアプロ
ーチを採用している。

また、グローバル市場での競争力強化のため、世界98の国と地域をカバーするShareresearchの国際
展開と、各国の法制度に対応したPALNET/MC6の機能拡張が重要な戦略となっている。

株式会社日立情報サービスの2025知財・情報フェアでの出展は、同社の知財ソリューションにおけ
る生成AI活用の本格的な展開を示す重要なマイルストーンとなった。PALNET/MC6、
Shareresearch、特許情報分析サービスの3つのコアソリューションは、それぞれ異なるレベルでAI
技術を活用しており、特に特許情報分析サービスにおいてはAIテキスト解析技術による高度な分析機
能を実現している。

トヨタ自動車での導入成功事例は、企業の「経営・研究開発・知財」三位一体活動を支援する実用的
なソリューションとしての価値を実証している。今後の生成AI技術の更なる統合により、知財部門の
専門家だけでなく、経営企画や研究開発部門における知財情報活用の民主化が進むことが期待され
る。

45年以上にわたる実績と800社以上の導入実績を背景とした日立の知財ソリューションは、生成AI時
代においても企業の知財戦略高度化を支援する中核的な役割を果たしていくと予想される。

⁂

市場における位置づけと競争環境
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結論
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